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砂防堰堤が完成しました
（三朝町　下畑砂防堰堤）　平成２１年７月山口県防府市において、１４名のかたが亡くなられるという甚大な土砂災害が発生しました。　また、天神川流域では平成１０年１０月台風１０号により三朝町で土砂災害による被害が発生しました。これを受け、平成１１年度より三朝町において国土交通省により砂防事業を進めています。　　このたび三朝町下畑地区（大谷川）において「下畑砂防堰堤」が完成しました。　これにより、大谷川下流域はもとより天神川流域の土砂災害被害が軽減されます。　国土交通省では今後も天神川流域で砂防事業を促進し土砂災害被害の軽減を図ります。

　この度、下畑地区砂防工事の完成にあたり、区民を代表して感謝申し上げます。　砂防事業は、大災害から住民の生命、財産を守るため大変重要な施設であり、本工事が完成したことにより、今後予想される集中豪雨等からの被害を防ぐ施設であり区民が安心して暮らせるものと思っております。　また、本工事実施に当たり、農作業への配慮や関連する農業用水路、農道等の整備に対して誠意を持って対応していただきまして大変感謝いたしております。　三朝町内にはまだ、土砂災害危険渓流が数多く存在しております、引き続き地域住民の安全確保のため、より一層のご尽力をいただきますようお願いいたします。
（完成に際し下畑区長のコメント）

本田区長
完成した下畑砂防堰堤



（平成１０年１０月台風１０号による三朝町の土砂災害状況）平成１０年１０月台風１０号では主に三朝町の天神川上流地区において多くの土砂災害が発生しました。
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